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研究分野

学位
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経歴

所属学会（役職）

【2018年度実績】

１．研究業績

著作・論文・学会発表等の名称 単著・共著の別

(1)発行所、全ページ数
(2)雑誌名、巻（号）、開始-終了
ページ
(3)学会名、開催都市

(1)(2)著者、編者名
(3)発表者（発表者は○印）

発行・発表年月

（１）著作

1 共著 大学図書出版；P.155

山本智子、岸本智
典、浜野兼一、神永
直美、今井康晴、平
野仁美、富山大士、
山崎和子、望月文
代、越智幸一

2018.4

2 共著 一藝社；P. 94
寳川雅子、中島朋
紀、越智幸一

2018.12

3

（２）論文

1 該当なし

2

3

（３）学会発表

1

2

3

（４）その他

1

2

3

２．競争的資金等の研究

研究期間

1 2018.7～2019.3

競争的資金等の名称

一般社団法人全国保育士養成協議会ブロック研究助成金
保育士への意欲が高まる実習の在り方に関す
る研究～保育所と学生双方の実習に対する意
識の実態から～（研究分担者）

研究名、研究代表者・研究分担者の別

［新版］新しい保育原理

発達心理学

修士（人間・環境学）

1993年京都大学 教育学部 教育心理学科、95年京都大学大学院 人間・環境学研究科 人間・環境学専攻
修士課程、98年京都大学大学院 人間・環境学研究科 人間・環境学専攻博士課程

1998年旭川大学女子短期大学部助教授、2007年西オーストラリア大学心理学科客員研究員、08年旭川大
学女子短期大学部准教授、09年旭川大学女子短期大学部教授、13年鎌倉女子大学短期大学部教授、18
年埼玉県立大学保健医療福祉学部教授

日本発達心理学会、日本教育心理学会、日本特殊教育学会、日本発達障害学会、日本保育学会

該当なし

子どもの最善の利益から考える保育実践
例

該当なし



2

3

３．教育業績

講義・演習・実習・論文指導等の名称 期間

（１）講義

1 2018.4～2018.9

2 2018.10～2019.3

3 2018.4～2018.9

（２）演習

1 2018.4～2018.9

2 2018.10～2019.3

3 2018.10～2019.3

（３）実習

1 ヒューマンケア体験実習 2018.9

2 2018.10～2019.3

3 2018.4～2018.9

4 2018.4～2018.9

5 2018.4～2018.9

6 2018.4～2018.9

7 2018.4～2018.9

（４）論文指導

1 2018.4～2018.11

2

3

（５）その他

1

2

3

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会等の講師

講演会、研修会等の名称 主催 講演、研修等のテーマ 開催年月

1
横浜市こども青少
年局

2018.8

2

3

（２）国、自治体、財団法人等における委員等

国、自治体、財団法人等の名称 委員等の名称 任期

1 2018.4～2019.3

2

乳児保育演習Ⅱ

メイン科目責任者として科目運営に携わった。

科目責任者として施設との調整、事前事後指導、訪問指導等を行っ
た。

保育実習ⅠＢ

教育実習（幼）Ⅱ 事前事後指導、訪問指導を行った。

卒業論文指導 主指導：2名

子ども役、先生役、保護者役などを設定し、学生にロールプレイをし
てもらうことにより、知識や技能を実際に保育現場で生かせるよう工
夫した。

保育実習ⅠＡ 事前事後指導、訪問指導を行った。

保育実習Ⅱ

保育実習Ⅲ

教育実習（幼）Ⅰ

こどもと保護者の心理学入門研修 こどもと保護者の心理学入門

該当なし

事前事後指導、訪問指導を行った。

事前事後指導、訪問指導を行った。

事前事後指導、訪問指導を行った。

乳児保育演習Ⅰ
さまざまな事例についてグループワークの形式で取り組んでもらうこ
とにより、保育現場で求められる知識やコミュニケーション能力の向
上を目指した。

保育実習事前事後指導ⅠＢ
施設実習における心構え、各施設の特徴、実習の諸手続き等、学生
が施設実習に円滑に取り組めるようにわかりやすく実践的な内容に
なるように工夫した。

埼玉県立大学保健医療福祉科学学会 理事

心理学
授業の最初にプレテストを実施したり、授業の最後に確認テストをす
るなど、小テストを活用しながら、学生の理解度を深める工夫をし
た。

保育の心理学Ⅱ
さまざまな事例を用い、学生に考察してもらうようにし、より実践的な
知識を身につけてもらえるよう工夫をした。

保育の心理学Ⅰ
パワーポイントのスライドとビデオ資料とを有機的に組み合わせ、学
生にとって子どもの発達を理解しやすい工夫をした。

概要（教育内容・方法等において工夫した点）



3

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

1

2

3

５．学内運営（委員会委員）

1

2

3

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

受賞名 主催 受賞年月

1

７．特許の保有状況

特許名 特許番号 登録年月

1

８．特記事項

保育士関連科目履修者選考委員

該当なし

該当なし

学生担任（２年次生担当）

該当なし

該当なし


